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　「LOGIQ E10」（GE社製）は，これまでの
装置とはまったく異なる新しい“cSound 
Imageformer”が搭載され，「XDclearプ
ローブ」と有機 EL モニタにより，フル
フォーカスかつ高フレームレート，ノイズ
の少ない高コントラストの画像を実現し
ている。ようやく当施設に入ったばかり
で，デモを含めて数か月の使用経験であ
るが，特に表在領域での血流イメージの
クオリティの高さや，安定した計測が可
能なエラストグラフィにより，超音波診断
が一つ上のステージに進化するのではと期
待している。本稿では，これまでに経験し
た症例を提示し，特に造影超音波を含め
た血流イメージへの期待を中心に報告する。

フルフォーカスの
Bモード画像

　LOGIQ E10のBモードは，同時並列
データ処理により従来と比べて処理能
力が約10倍となり，多方向からの膨大
な受信データをリアルタイムに再構成す
ることで，浅部から深部まで高い均一性
と高い空間分解能を実現している。
　表在領域において，これまでは皮膚直
下の病変や5cmくらいの深さの病変まで
ターゲットとなる病変の深度に合わせて
フォーカスを調整し，大きな病変では浅
部から深部までピントの合った画像を得
るのは難しかった。しかし，LOGIQ E10
ではフォーカスの調整をしなくても，浅
部から深部まで均一な空間分解能に優
れた画像が得られる。図1 aは深度1cm
までに存在する乳管内乳頭腫，図1 bは
最深部が3cmを超える大きな浸潤性乳

管癌であるが，このような病変が同時に
2か所存在しても，視野深度の調整をす
るだけで浅部から深部まで良好な画像が
得られる。時間分解能にも優れるため，
図1 bは超音波ガイド下穿刺の動画〔フ
レームレート（FR）：53〕の1コマである
が，針先も明瞭で，超音波ガイド下の手
技に非常に有用と思われる。

血流イメージの向上

　カラードプラ法も従来の約 3 倍のフ
レームレートになり，低流速の血流表示
が「LOGIQ E9」（GE社製）と比べてさ
らに向上している。特に，パワードプラ
法とGE社独自のコード化送受信技術，
連続送信パルスシーケンス技術を組み合
わせた“Micro Vascular Imaging（以
下，MVI）”モードでは，これまでのカ
ラードプラ法では描出できなかったよう
な微細な血流表示が，高い空間分解能
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図1　  フルフォーカスのBモード画像例
a：乳管内乳頭腫（FR59） b：浸潤性乳管癌（FR53）




